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・地域課題解決のための人流データの手引きについて

・人流データ可視化ツールの試作について

令和5年1月31日
国土交通省不動産・建設経済局情報活用推進課

人流データ利活用促進のためのシンポジウム
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人流データ利活用促進のためのシンポジウム

地域課題解決のための人流データの手引きについて
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

令和３年度に人流データの利活用促進を図るため、人流データの選定・取得から利活用・提供に至る
までのポイントや具体的なユースケースなどを手引きとして取りまとめた。

【地域課題解決のための人流データの手引き】 【地域課題解決のための人流データの手引き（概要版）】

国土交通省ホームページよりダウンロードいただくことが可能です。
国土情報：人流データの流通環境整備・利活用拡大支援事業 -国土交通省 (mlit.go.jp)
https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/tochi_fudousan_kensetsugyo_tk
17_000001_00003.html
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

手引きの構成について 人流データの基礎編・利活用編の2つに分けて記載

【人流データの基礎編】

◆人流データとは

1.人流データの種類
2.取得・計測方法による分類
3.人流データを活用するメリット

◆人流データ利活用事業に関する基本的な流れと関わり方
1.人流データ利活用事業における基本的な流れ
2.人流データ利活用事業における自治体の役割・関わり方
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

手引きの構成について 人流データの基礎編・利活用編の2つに分けて記載

【人流データ利活用編】

ステップ1 目的に適した人流データの検討

ステップ2 人流データの取得・作成

ステップ3 人流データの分析・利活用

ステップ4 人流データの管理・提供
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

人流データの種類としてどのようなものがあるか、種類・取得・計測方法等により分類。
大きく分けて4つに分類し整理した。
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

人流データの取得・計測方法の解説（人を直接計測する方法や、スマートフォンなどで位置情報を取
得する方法など）を４つの分類ごとにとりまとめ整理。
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

人流データの取得・計測方法の解説（人を直接計測する方法や、スマートフォンなどで位置情報を取
得する方法など）を４つの分類ごとにとりまとめ整理。

例：カメラによる人流データ計測例

男性20代

男性60代

女性10代

女性20代

１ １

１

１

4

カメラで人物を検出

カメラに付随するコンピュータ等
で人数カウントと性別・年齢等の
属性を推定
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

カメラで取得した画像・動画から人を検知し、作成するデータ。

〇AI等により年代・性別などの特徴を判別し取得することも可能

〇人の判別には顔認証と骨格認証の二通りがある

〇画像処理技術も実用化されており、歩行者に関して比較的
正確な計測が可能

〇カメラ画像は個人情報の取得になるため、事前告知やその取
扱いには留意が必要

例：カメラによる人流データの特徴
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

例：カメラによるデータ取得時の留意点
○天候、明るさ（逆光、夜間）、傘、マスク着用など人と検知
されにくいケースもあるため、カメラを設置する環境に応じ
て調整する必要がある

○カメラで取得した画像が、人流データ作成の過程におい
てどのように保管あるいは削除されるのか把握する必要がある。

○撮影された画像は、一旦、事業者のクラウドサーバに送
信されAIで解析するのか、カメラに接続されたPC等で画
像処理され、撮影画像は破棄されたのち、人流情報のみ
が取得されるのかなどによって情報の取扱いが異なる。
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

人流データ利活用事業を実施する際の流れを4つのステップに分けて整理した。
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

ステップ１ 目的に適した人流データの検討
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

ステップ２ 人流データの取得・作成

ステップ２では、ステップ１で選定した人流データの取得・作成を行い際の留意点を記載。
データの取得にあたっては、データ取得する方法や取得後の取り扱いにあたり、個人情報やプライバ
シーへの配慮、機器設置やデータ取得にかかる告知など諸手続きが必要となります。
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き
ステップ２ 人流データの取得・作成
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

ステップ２ 人流データの取得・作成
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

ステップ３ 人流データの分析・利活用

ステップ３では、人流を可視化する際のポイントや分析の視点を参考として示しています。
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

ステップ４ 人流データの分析・利活用

ステップ４では、取得した人流データを蓄積・管理し、第三者に提供する際の注意点を記
載しています。

取得した人流データの管理については、個人情報に該当するか否かに
よって異なる。

〇該当する場合は、個人情報保護法に基づき、安全管理措置など適切
な対応が求められる。

〇該当しない場合、取得したデータの権利やその後の二次利用などに
基づいて管理が必要であるほか、データを定期的に更新、取得する場
合にはその計画が必要となります。

※さらに、取得したデータを第三者に提供する場合、あるいはオープ
ンデータ化する場合には、提供のための加工や利用規約の設定
が必要となる。
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

○ 人流データは扱いや分析の難易度が高いこともあり、行政レベルでの利
用が進んでいないため、利用のためのルールやツールといった利用環境整
備を進め、自治体等での活用促進を一層図っていく。

今後の展望

〇本手引きの自治体等への普及を一層促進

〇人流データを活用し課題解決に至った好事例
を発掘➤手引きのアップデート➤普及・啓発

〇自治体等での人流データ活用を引き続き支援
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人流データ可視化ツールの試作について

人流データ利活用促進のためのシンポジウム



人流データのイメージ（Wi-Fi人口統計データ・ポイントデータ）

人流データとは①



〇国土交通省にて人流データ可視化ツールの試作を進めてい
る
〇令和5年3月にフリーウェア・オープンソースとして公開予定

目的：人流データを活用しようと考えている自治体等を対象に
簡易な分析が可能となる可視化ツールを提供

想定ユーザー：GISや人流データに不慣れな自治体職員等

提供方法：無償提供、オープンソース

実装方法：QGISのプラグイン

人流データ可視化ツールの試作について



特徴① よく使う、目的に合わせた３つのシンプルな機能
→ ナビゲーションに従って迷わず進めるツール

特徴② 汎用的な人流データのフォーマットを意識した設計
→ 計測データや各ベンダー人流データから汎用化

特徴③ オープンソースの技術を使ってフリーで提供
→ 公開後、誰でも自由に利用・開発可能

人流データ可視化ツールの試作について

〇ユーザーが使いやすいような仕組みを盛り込みツールの試
作を進めている



人流データ可視化ツールの試作について



オープンソースのGIS（フリーの地理空間情報システム）であるQGISのプラグインとして開発
３つの機能に絞って、分かりやすいインターフェースで人流データを読み込み、可視化

①メッシュデータ

②定点観測データ

③ODデータと移動ログ
データ

赤点線枠内が今回開発したプラ
グイン。

人流データを読み込み、分析を
実行すると、分析結果をWebブラ
ウザで表示

※次ページ以降が結果画面

人流データ可視化ツールの試作について



例）1㎞メッシュ単位に集計された人流データを読み込んで、広域の人流傾向を
確認することが可能

人流データ可視化ツールの試作について



例）125mメッシュ単位に集計された人流データを読み込んで、狭域の人流傾向を確認

人流データ可視化ツールの試作について



例）地域内に設置された複数のセンサーからの計測データを集計・時系列グラフで可視化

＜用途＞

・地域に散らばったセンサーによる計測値
を 地図上に表現して位置関係と量を確
認する。

・時系列の人流傾向

＜データ＞
・AIカメラによる属性別の検知数
・エリアごとに集計した人流データ

人流データ可視化ツールの試作について



例）地域内に設置された複数のセンサーからの計測データを集計・時系列グラフで可視化

人流データ可視化ツールの試作について



例）地域内に設置された複数のセンサーからの計測データを集計・時系列グラフで可視化

人流データ可視化ツールの試作について



例）エリア間の移動ログからOD表を作成し、移動量を線の太さで示す流線図を
作成

＜用途＞
・関係性の深い地域を発見する。

＜データ＞
・Wi-Fiパケットセンサーによる
エリア間の移動ログ
・GPS等から得られた人流データ

人流データ可視化ツールの試作について



人流データ可視化ツールの試作について



人流データ可視化ツールの試作について



例）IDを持った移動軌跡ログを読み込み、時系列でアニメーション表示。（ヒートマップ）

＜用途＞
・いつどこにどこから人が集まるのかを確認する。
・アニメーションを用いてプレゼンテーションする。
＜データ＞
・GPS等から得られた人流データ

人流データ可視化ツールの試作について
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地域課題解決のための人流データ利活用の手引き

○ 人流データを利用しやすくするため、可視化ツールをはじめとし利用環
境整備を進め、自治体等での活用促進を一層図っていく。

今後の展望

➤公開した可視化ツールの活用事例や要望を収集
〇ニーズに沿った機能改良の実施

〇自治体等での人流データ活用を引き続き支援


